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研究成果の概要（和文）：本研究は、全国の医学部に外国人模擬患者English-speaking simulated patient (ESSP)を
活用した教育を普及することを目指した。英語OSCEや医療面接実習を各大学で行い、その効果と可能性を学会等で発表
することによってESSP を活用した教育の普及を図った。またシナリオやフィードバック等教材の効果や問題点を明ら
かにした。外国人模擬患者会を設立し、各地に在住するESSPを近隣の大学が活用できる基盤を構築した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to expand the use of English-speaking simulated patients (ESSPs) 
in education at medical schools throughout Japan. We conducted English Objective Structured Clinical 
Examinations (OSCEs) or history-taking practices at various universities and, by presenting their effects 
and potentials, spread the use of ESSPs in education.　We also clarified the efficiency and problems of 
the scenarios, feedback, and other materials. The association of ESSPs was established to provide a basis 
for universities to work with ESSPs residing nearby.

研究分野： 医療英語コミュニケーション

キーワード： 外国人模擬患者　英語医療面接実習　英語OSCE　患者・医師コミュニケーション　異文化理解　プロフ
ェッショナリズム　外国人模擬患者養成・普及
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１．研究開始当初の背景 
(1) 医療の国際化 
急速に進む医療の国際化の中、医療英語コ

ミュニケーションスキルの伸長は、海外での
キャリアを目指す学生にとってはもちろん
のこと、国内で臨床に携わる者にとっても重
要になってきている。2012 年末、在留外国人
は約 203 万人で、47 都道府県すべてに外国人
が在住している。訪日外客数は 835 万 8千人
を超え、2011 年以降、医療ビザで来日する外
国人も増加している。英語を母語としない者
も多いが、医療現場でのコミュニケーション
は英語に頼るところが大きい。しかし、医療
英語コミュニケーションスキルの重要性は
論じ始められながらも、臨床に即した英語で
の医療面接実習を実際に導入している大学
は少ない。 
 

(2) SP の活用状況 
2005 年 に 共 用 試 験 OSCE （ Objective 

Structured Clinical Examination）が開始
されてからは各大学で日本人模擬患者（SP）
参加型の実習が導入されてきた。しかし英語
の医療面接に関しては、実習を行っている大
学においても殆どが学生同士のロール・プレ
イ ン グ で 行 わ れ 、 外 国 人 模 擬 患 者
English-speaking Simulated Patient(ESSP)
を活用した臨床に即した実習は殆ど行われ
ていない。 
 

(3) 外国人模擬患者(ESSP)の現状 
2012 年より、研究代表者は数人の ESSP の

養成を始め、3 大学で英語医療面接実習を行
ってきた。学生は「非常によい経験だった」 
と述べ、実習の効果が示唆されたが、ESSP 活
用の効果と可能性は全国の医学部ではまだ
周知されていない。そして安定的継続的な実
習を多くの大学で行えるほど ESSP は養成で
きていない。 
 
２．研究の目的  
 本研究は ESSP を活用した教育を全国医学
部に普及するための方法を探るため以下の
点を明らかにすることを目指した。 
 
(1) 外国人模擬患者会を設立し、ESSP を活
用した教育が多くの医学部で導入可能にな
る方法を明らかにする。 
 
(2) 全国医学部でのESSPを活用した英語医
療面接実習の現状を明らかにする。 
 
(3)  ESSP を活用した英語 OSCE や医療面接
実習を各地で行い、シナリオやフィードバッ
ク等教材の効果や問題点を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) ESSP の募集と養成 
 機縁法で多くのESSPの募集・養成を行い、
1 回 2－9 名の ESSP を活用しながら実習を行

った。 
 
(2) ESSP を活用した実習の継続と普及 
 研究開始前から行っていた3大学での実習
継続に加えて、要請を受けた他 4大学でも実
習を開始し、毎年継続的に行った。年間 15
回以上の英語 OSCE または医療面接実習を各
大学で行った。単発的に要請があって行った
大学においても、その後大学独自に実習を継
続している。ワークショップやシンポジウ
ム・学会発表で ESSP を活用した教育の普及
を図った。 
 
(3) 外国人模擬患者会の設立  
海外での模擬患者グループの養成や運営

方法を研究し、トレーニングや謝金等のシス
テムを整備し、外国人模擬患者会を設立した。 
 

(4) 全国医学部での ESSP 活用状況の調査 
質問紙を用いて、全国の医学部での ESSP

を活用した医療面接実習の状況を調査した。 
 

(5)  シナリオやフィードバックの方法等の
検討 

医療面接実習後、使用したシナリオやフィ
ードバックの方法等を検討し改良を行った。
また新しいシナリオを作成した。 
 
４．研究成果 
(1)  ESSP を活用した医療面接実習の普及 
英語 OSCE や医療面接実習が学生のモチベ

ーション向上等に及ぼす効果をワークショ
ップや学会で発表した（図１）。それによっ
て興味を示す大学が増え、2013-2015 年の研
究期間内に各地 11大学で養成した ESSP を活
用して英語OSCEや医療面接実習を行った(図
2)。ワークショップに参加した大学の中には、
その後独自の ESSP を募集して教育を開始し
た大学もあった。 
 

2013 年 

              非常にそう思う 

             そう思う 

            どちらともいえない    

             そう思わない 

      全くそう思わない  

    
  図１. 英語コミュニケーション学習への 

モチベーションが上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     図 2．医療面接を行った大学の分布図 



(2) 外国人模擬患者会の設立 
Japan Association of Simulated Patients 

in English (JASPE) 
 2013年研究開始当初ESSPは4名だったが、
2016 年研究終了時には約 30 名に増えた。年
6-７回のトレーニングを行い、患者の役作り
やフィードバックの練習を行った。ESSP はア
メリカ・イギリス・イタリア・インド・オー
ストラリア・中国・ドイツ・ニュージーラン
ド等の国々からの外国人で、殆どが関東近郊
に在住しているが、関西に 3名、浜松と秋田
に各 2名、福岡に 1名在住し、少しずつでは
あるが全国にESSPを養成することができた。
これによって、浜松の大学での実習には浜松
の ESSP を活用し、関西近辺の大学での実習
には関西のESSPを活用する等、東京からESSP
を派遣する交通費の負担を軽減することが
できるようになった(図 3)。 
 
 
 
 
 
    
     
 
    

 図 3． ESSP 居住地の分布図 

 
(3) 外国人模擬患会のホームページ構築 
医療面接の基本的表現、有用性の高い基本

的なシナリオ、および ESSP 養成のための情
報を掲載。常時 ESSP の新規登録もできる基
盤が構築された。 
 

(4) 全国医学部での ESSP 活用の状況把握 
 ESSP を活用した英語 OSCE や医療面接を実
施している大学はまだ全体の 3分の 1以下で
あるが、年々増加の傾向にある。ESSP は日本
人 SP のように一般人から募集し養成してい
るのではなく、自分の大学にいる英語教員等
を活用しているところが多い。トレーニング
を受けた ESSP が近隣に在住していれば活用
したいとの意向を示す大学も少なくない。外
国人模擬患者会の設立とともに全国各地に
ESSP が増えているので、今後近隣の大学がト
レーニングを受けた ESSP を活用していくこ
とが期待できる。 
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